
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２３年３月３１日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：第１に、臨床看護師が、看護実践への研究成果活用に関わる能力を自

律的に改善するために活用できる「研究成果活用力自己評価尺度－臨床看護師用－」を開発し

た。第２に、開発した尺度を用いた測定を通し、臨床看護師の研究成果活用とそれに関わる能

力の現状、研究成果活用に関わる能力に関係する因子を解明した。第３に、第１と第２の成果

の統合、オートポイエーシス理論と Theory Derivation の適用により「臨床看護師による実践

への研究成果活用支援システム・モデル」を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）：Firstly, a self-evaluation scale of competence in research utilization 
was developed for nursing practice. Secondly, the current status of nursing research 
utilization, competence in research utilization, and related factors were identified through 
a survey. Thirdly, a system model for research utilization improvement for clinical nurses 
was developed, in which the first and the second outcomes of the research were integrated, 
and Autopoiesis System Theory was used with theory derivation procedure.   
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１．研究開始当初の背景 
 医療の進歩や複雑化、人々のニード多様化
の急速な進展等を背景とし、安全かつ個別
的・効果的な看護の確実な実施がますます重
要になっている。また、そのためには、エビ
デンスに基づく看護（EBN）を推進する必要
がある。さらに、EBN 推進に向けては、看護
職者による実践への研究成果活用が不可欠
である。特に、看護職者の圧倒的多数が病院
に就業して看護実践に携わっていることか

ら、臨床看護師による実践への研究成果活用
の促進が重要である。 
しかし、先行研究は、臨床看護師が実践へ

の研究成果活用に苦慮していること、多忙な
業務と並行して研究を遂行し病院内外にそ
の成果を発表しているにもかかわらず、研究
成果の活用を不十分と知覚していること等
を明らかにしている。また、臨床看護師の研
究成果活用の促進・阻害要因を解明するとと
もに、それらを踏まえた組織的な取り組みが、
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個々人の実践への研究成果活用に必要な能
力の向上なくして成功しないことも明らか
になっている。これらは、臨床看護師の実践
への研究成果活用に関わる能力の向上が、
EBN の推進に向けて不可欠であることを示す。 

臨床看護師個々が実践への研究成果活用
に関わる能力を向上していくためには、その
研究成果活用状況を自己評価することが不
可欠であり、この自己評価を行動の改善に結
びつくものとするためには、信頼性・妥当性
を備えた尺度の活用が効果的である。しかし、
研究の開始当初、臨床看護師個々が、研究成
果活用状況の改善に向けて活用できる自己
評価尺度は開発されていなかった。 

 
２．研究の目的 
エビデンスに基づく看護（EBN）の推進に

向け、次の３点の目標の達成をめざした。 
(1)臨床看護師が実践への研究成果活用状況
を改善するために活用できる自己評価尺度
を開発する。 
 
(2)開発した尺度を用いた臨床看護師の実践
への研究成果活用の現状及び関係する因子
を解明する。 
 
(3)(1)(2)の成果の統合を通し「臨床看護師
による実践への研究成果活用支援システム」
を開発する。 
 
３．研究の方法 
(1)「研究成果活用力自己評価尺度－臨床看
護師用－」の開発 
①文献検討を行い、臨床看護師が、看護実践
への研究成果活用に関わる能力の向上に活
用できる自己評価尺度を開発する意義を確
認し、研究の理論的枠組みを構築した。②①
の理論的枠組みに基づき、看護実践場面にお
ける研究成果活用を概念化した質的帰納的
研究（野本, 2004）の成果を基盤に、35 質問
項目の作成・尺度化・レイアウトを行った。
③内容的妥当性確保に向け専門家会議とパ
イロットスタディを行った。④全国の看護師
を対象とする調査を行い、項目分析による質
問項目の適切性の検討、因子分析による下位
尺度の構成、クロンバックα信頼性係数算出
による内的整合性の検討、既知グループ技法
による構成概念妥当性の検討を行った。 
 
(2) 臨床看護師の実践への研究成果活用の
現状及び関係する因子の解明 
①文献検討を行い、看護師の研究成果活用力
に関係する可能性の高い変数を抽出し、研究
の概念枠組みを構築した。②「研究成果活用
力自己評価尺度－臨床看護師用－」開発のた
めに収集したデータを用い、変数「研究成果
活用状況」への回答に関し統計学的分析を行

った。③概念枠組みが包含する変数と研究成
果活用力の関係を統計学的に分析した。 
 
(3)「臨床看護師による実践への研究成果活
用支援システム」の開発 
①システム開発のための理論的枠組みを構
築した。②オートポイエーシス理論（マトゥ
ラーナ他, 1996）に Theory Derivatio(Walker
他, 1995)を適用し、「臨床看護師による実践
への研究成果活用支援システム」を開発した。 
 
４．研究成果 
(1)「研究成果活用力自己評価尺度－臨床看
護師用－」の開発 
全国 38 病院に就業する看護師 860 名を対

象とする調査を行い 447 名（回収率 52.0%）
から回答を得、このうち有効回答であった
403 部、及び、パイロットスタディの有効回
答 55部を合わせた 458 部を分析対象とした。
対象者の年齢は平均 38.1 歳、臨床経験年数
は平均 15.5 年であった。「３．研究の方法」
の(1)①から④を実施した。その結果、６下
位尺度 35 質問項目から成る「研究成果活用
力自己評価尺度－臨床看護師用－」が完成し
た。６下位尺度とは、「Ⅰ．看護実践の改善
につながる研究成果を探索しその質を見極
める」（７質問項目）、「Ⅱ．研究成果活用の
是非を多角的に検討する」（７質問項目）、「Ⅲ．
関係者の理解を得ながら新たな看護方法の
導入を進める」（８質問項目）、「Ⅳ．新たな
看護方法の導入に向けて環境を整える」（２
質問項目）、「Ⅴ．効果を査定しながら導入し
た看護方法の浸透を図る」（７質問項目）、「Ⅵ．
看護方法の変更に伴う問題に対応する」（４
質問項目）である。クロンバックα信頼性係
数を算出した結果は、尺度全体が 0.963、各
下位尺度が 0.790 から 0.928 であり、これら
は、尺度が内的整合性による信頼性を確保し
ていることを示した。また、既知グループ技
法による構成概念妥当性の検討に向け、研究
成果活用頻度、及び、論文閲読量の２変数
各々と尺度得点との関係を探索した。その結
果、いずれも統計学的に有意な関係を認め、
このことは、尺度が構成概念妥当性を確保し
ていることを示した。 
 
(2) 臨床看護師の実践への研究成果活用の
現状及び関係する因子の解明 
 (1)の尺度開発時に 458 名の看護師から収
集したデータを分析した。対象者の研究成果
活用状況は、「よく活用している」15 名(3.3%)、
「時々活用している」192 名(41.9%)、「全く
活用していない」218 名(47.6%)であった。ま
た、「研究成果活用力自己評価尺度－臨床看
護師用－」１質問項目あたりの平均得点は
2.77 であった。下位尺度の１質問項目あたり
の平均得点は、下位尺度Ⅵが 3.16 と最も高



く、以下、Ⅳ（2.85）、Ⅰ（2.79）、Ⅴ（2.75）、
Ⅲ（2.66）、Ⅱ（2.65）と続き、Ⅵを除き全
て３点を下回った。これらは、病院に就業す
る看護師が、看護実践に研究成果を十分活用
しているとはいえず、その能力向上を課題と
していることを示した。また、「研究成果活
用力自己評価尺度－臨床看護師用－」の６下
位尺度を説明変数、研究成果活用状況を目的
変数とするステップワイズ法による重回帰
分析を行った。その結果は、下位尺度Ⅰ(β
=0.387, p＜0.001)とⅡ(β=0.150, p＜0.01)
が研究成果活用状況に影響していることを
示した(調整済み R2=0.245, F=69.961, p＜
0.001)。これは、病院に就業する看護師が、
看護実践への研究成果活用に向け、特に、看
護実践の改善につながる研究成果を探索し
その質を見極める能力、研究成果活用の是非
を多角的に検討する能力の向上を必要とし
ていることを示した。 
 さらに、文献検討に基づき看護実践への研
究成果活用に関わる能力に関係する可能性
の高い 28 変数を抽出し、この 28 変数と研究
成果活用力の関係を探索した。看護師 403 名
から収集したデータを分析した結果は、28 変
数のうち 19 変数が看護実践への研究成果活
用に関わる能力に統計学的に有意に関係し
ていることを明らかにした。この 19 変数と
は、①職位、②教育・指導役割、③研修会参
加への積極性、④専門誌の閲読、⑤１週間あ
たりの学習時間、⑥年間学会参加回数、⑦看
護研究についての知識、⑧研究の重要性に対
する価値づけ、⑨看護研究に関する看護師に
なってからの学習経験、⑩研究成果活用を意
識する機会の有無、⑪研究成果活用に関する
看護師になってからの学習経験、⑫研究遂行
経験の有無、⑬研究発表経験回数、⑭職場で
の研究活動に対する積極性、⑮看護実践への
研究成果活用状況、⑯院内教育の充実度、⑰
研究への上司からのサポート、⑱研究への同
僚からのサポート、⑱同僚と研究について話
す機会である。 

また、この 19 変数に関する結果は、看護
実践への研究成果活用に関わる能力の高い
看護師が、次のような特性を備えていること
を示す。それは、①副看護師長の職位にある、
②教育・指導役割を担っている、③研修会参
加に積極的である、④専門誌をよく読んでい
る、⑤１週間に３時間以上学習している、⑥
年間３回以上学会に参加している、⑦看護研
究についての知識が豊富である、⑧研究の重
要性を価値づけている、⑨看護師になってか
ら看護研究について系統的に学習した経験
がある、⑩研究成果活用を意識する機会があ
った、⑪看護師になってから研究成果活用に
ついて学習した経験がある、⑫研究遂行経験
がある、⑬研究発表経験が３回以上ある、⑭
職場での研究活動に積極的である、⑮看護実

践に研究成果をよく活用している、⑯院内教
育の充実した職場に所属している、⑰研究に
対する上司からのサポートを得られる、⑱研
究に対する同僚のサポートを得られる、⑲同
僚と研究について話す機会がよくあるとい
う特性である。 
さらに、文献と照合しこれらの特性を考察

した結果、「リーダーシップや教育的機能を
発揮する役割の獲得状況」、「学習への積極性
や最新の研究成果に触れる機会の獲得状況」、
「研究に対する理解や価値づけの程度」、「研
究やその成果活用に関する学習機会の獲得
状況」、「研究とその成果活用への積極性と実
施状況」、「研究に対する職場の理解やサポー
ト状況」が、看護師個々の研究成果活用力に
影響している可能性を示唆した。 
 
 (3) 「臨床看護師による実践への研究成果
活用支援システム」の開発 
 「臨床看護師による実践への研究成果活用
支援システム」の開発につながるモデルを構
築した。このモデル構築にあたっては、オー
トポイエーシス理論（マトゥラーナ他, 1996）
に Theory Derivation（Walker 他, 1995）を
適用して開発された「看護学教育評価システ
ムモデル」（舟島他, 2000）を参考にした。
構築された「臨床看護師による実践への研究
成果活用支援システムモデル」（図）は、臨
床看護師が、実践への研究成果活用に関わる
能力を自己評価することを支援し、看護師
個々がその能力向上を通して、看護実践への
研究成果活用の進展を実現するためのモデ
ルである。 
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の入手

「研究成果活用力自己
評価尺度－臨床看護師用－」

を用いた評価の実施
による結果の獲得

看護実践への研究成果
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図 臨床看護師による実践への研究成果活用支援システムモデル

 この「臨床看護師による研究成果活用支援

システムモデル」は、５種類の活動、及び、

それらの活動を支える５種類の知識のネッ

トワークによる６段階の過程から構成され

る。また、このシステムモデルを活用する臨

床看護師が、６段階の過程に含まれる活動と

知識を満たしたとき、「臨床看護師による実

践への研究成果活用支援システム」が実現す



る。すなわち、①臨床看護師は、看護実践へ

の研究成果活用の重要性とそれに関わる能

力を評価する意義に関する知識を得ること

により、看護実践への研究成果活用に関わる

能力の評価を価値づける。②看護実践への研

究成果活用に関わる能力の評価を価値づけ

た臨床看護師は、その目的、対象、客観的評

価の重要性に関する知識を得ることにより、

「看護実践への研究成果活用に関わる能力

の評価」という目的に合致した方法を探索し、

「研究成果活用力自己評価尺度－臨床看護

師用－」を入手できる。③「研究成果活用力

自己評価尺度－臨床看護師用－」を入手した

臨床看護師は、このスケールの評価対象、評

価主体、評価方法、信頼性・妥当性に関する

知識を得ることにより、適切に「看護実践へ

の研究成果活用に関わる能力」を評価し、結

果を獲得できる。④評価結果を獲得した臨床

看護師は、「研究成果活用力自己評価尺度－

臨床看護師用－」の判定基準と判定基準決定

に関する知識を得ることにより、看護実践へ

の研究成果活用に関わる自己の能力を適切

に判定できる。⑤評価結果を判定した臨床看

護師は、看護実践への研究成果活用に関わる

能力の向上につながる判定結果活用方法に

関する知識を得ることにより、判定結果を活

用し、自己の能力向上を図ることができる。

⑥臨床看護師個々が、看護実践への研究成果

活用に関わる能力の向上を図ることは、看護

実践への研究成果活用の進展、看護実践の質

向上を実現する。臨床看護師は、看護実践へ

の研究成果活用の重要性とそれに関わる能

力を評価する意義への理解を深め、そのこと

は、看護実践への研究成果活用に関わる能力

の評価をより強く価値づけ、それに関わる活

動を継続する。「臨床看護師による実践への

研究成果活用支援システム」は、このような

①から⑥の活動のネットワークが形成され

ることにより実現する。 
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